












一一 1925年 の 日 本滞在 を も と に 一一
Henri Gil-Marchex’s musical activities in Japan, 
his influence in the 1920’s and beyond 
白 石 朝 子
SHIRAISHI Asako 
The French pianist, Henri Gil-Marchex, concertized throughout Europe in the first half of 
the Twentieth century. His travels also included a total of four visits to Japan in 1925, 1931 
and 1937. where he performed and lectured. In 1925. Gil-Marchex gave 22 concerts in Japan in 
three months. The range of his programs included keyboard pieces from the Baroque through 
to the most contemporary music of that time. In the 1920’s and 1930・s. Japan’s rapid cultural 
and artistic development was heavily influenced by Germany. Predictably, Gil-Marchex’S 
1925 concert series and lectures created a shock-wave throughout the traditional-laden Japan 
that reverberated throughout the entire artistic community and made an indelible mark. My 
research will focus on Henri Gil-Marchex’s tumultuous first visit in 1925 and provide an analysis 
of his influence on Japan's music and culture. 
キーワード：Henri Gil-Marchex， 外来演奏家 Visiting Performer, 
西洋音楽受容 Reception of Western Music 
0. はじめに
アンリ・ ジル＝マルシエックス（Henri Gil・Marchex 1894-1970）は、 ディエメ（Louis Diemer 
1843-1919）、 コルト （ーAlfred Denis Cortot 1877・1962）に師事し、 パリ音楽院を首席で卒業後ヨー
ロッパを中心に活躍したフランス人ピアニス ドで、 日本には、 1925、 31 ( 2回）、 37年に計4回
訪れており、 全国各地で演奏会やレクチャーコンサートを行った 2。 また滞在中には日本音楽を研
1 アンリ ・ ジル＝マルシエックスの経歴を紹介しているものとして 『音楽大事典』平凡社、 1982年と 『演奏家大事典』財団法
人音楽鑑賞教育振興会、 1982年が挙げられる。 二冊ともジル＝マルシェと表記されているが、 本論文では来日当時の表記や
先行研究を優先した。 また、 それらによると27 ～30年エコールノルマルで教鞭をとり、 53年ポワティエ音楽院長。 前者には
(Les nuits de Tokyo) (Sept chansons de geishas）とL寸自作曲も掲載されている。
2 現在調査中であり、 仙台、 東京、 横浜、 名古屋、 京都、 大阪、 神戸、 福岡の各地で演奏会を催し、 旧帝国大学や早稲田大
学、 慶応大学などで講演を行っていることが分かっている。
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究し、 フランスの音楽雑誌に論文を載せて日本音楽を紹介したばかりでなく 3、 作曲家としても〈古
い日本の二つの映像Deux Images du Vieux ] apon｝を残している。
これまで、 日本における西洋音楽受容の研究において、 ジル＝マルシエックスがドイツ音楽偏重
であった日本の音楽界に対し、 近現代の作品を含んだプログラムを演奏したことは広く知られてい
る4。 また、 彼の来日に力を注いだ薩摩治郎八の遺品の調査によって、 ジル＝マルシエックスとの




そこで、 本研究では、 当時発行されていた音楽雑誌計4誌（音楽と蓄音機、 音楽評論、 音楽新
潮、 月刊楽譜）と新聞計17紙（東京朝日新聞、 東京日日新聞、 東京讃賀新聞、 報知新聞、 都新聞、
時事新報、 横浜毎朝新報、 横浜貿易新報、 京都日日新聞、 京都日出新聞、 朝日新聞京都版、 大阪朝





1 . 来日への期待 一来日 を 採り上 げた新聞記事と雑誌記事一
ジル＝マルシエックスは日本においてどのように迎えられたのだろうか。 前述の先行研究によ
り、 薩摩治郎八が彼の来日に尽力した事は周知の事実である60 
1925年3月17日付The fゆan Times「昨晩帝国ホテルで、 薩摩治郎八が今秋日本を訪れるすば
らしい若手ピアニスト、 アンリ・ ジル＝マルシエックスの来日を期待し、 音楽関係者に夕食をふ
るまったJという報道からも明らかなように7、 おそらく彼の働きかけによって、 同年3月には既
に新聞社4社が写真入りの記事を載せ、 音楽新潮が5月号から10月号に亘り詳しい記事を掲載し
た。 前者は、 ジル＝マルシエックスの来日予定と彼の簡単な経歴を伝え、 後者は、 薩摩治郎八、 大
3 Richard A目Waterson.William Lichtenwager,Virginia Hitchcock Hermann and Horace I Poleman” Bibliography of Asiatic 
Musics.Tenth Installment"Note’Second Series.Vol. No.2 0950）には、 アンリ ・ジル＝マルシエックスによる日本に関する
論文 4本が紹介されている。
4 例えば、 船山隆「 ラ ウeェルと私たちの時代ーその「現代性」と「新しさ」と」『音楽芸術』 音楽の友材、 1975年6月、 編成之「日
本ピアノ文化史14 ジル＝マルシエックスの来日 （フランス・ピアニズムの紹介）」『音楽の世界』日本音楽舞踊会議、 1984年
12月や笠羽映子「日本とラヴェル一日本と西洋音楽をめぐる一考察J r比較文学年誌』 早稲田大学比較文学研究所、 l988年、
佐野仁美『ドビュッシーに魅せられた日本人 フランス印象派音楽と近代日本j昭和堂、 2010年が挙げられる。
5 例えば、 神 吉恵美「ジル＝マルシエックスのピアノ演奏会j『薩摩治郎八と巴里の日本人画家たち』共同通信社、 1998年、
小林茂「1925年の器楽的幻覚ーアンリ ・ジル＝マルシエックスの演奏旅行と梶井基次郎j『比較文学年誌J早稲田大学比較文学
研究室、 2005年、 同「アンリ ・ジルマルシエックスの演奏会詳細追補J 『比較文学年誌』早稲田大学比較文学研究室、 2008年、
同『薩摩治郎八』ミネルヴァ書房、 2010年が挙げられる。
6 大正14年度『財団法人日悌曾館第二回報告』にも 「美 術音楽ニ於テハHll図ニ皐ハサル可カラサルモノ少ナカラサルニ、 従来
本邦ニ於ヒテハ悌園の音楽ヲ閑却シ居リ タルノ感アリ 。 合々Hll岡ピアノ名手ジJl-7JI.-、 セックス氏、 隣！孝治郎八氏ノ招キニ慶
シテ来朝」 との報告が寄せられている。
7 小林茂（2010）には、 薩摩治郎八が駐日フランス大使ポール・クローテ’ル宛の招待状を送った こと、 それに対してクローデ
ルの代理大使ジャンティは、 大使館付武官ルノンドーおよび第一通訳官ボンマルシャンとともに、 三月一六日晩餐へのご招待





















多に得られるものではなL E」と評した大田黒元雄が9月号において、 演奏曲目中のフラン夕、 ラ
ヴェル、 ドビュッシ一、 ファリャ、 シマノフスキ、 ロード・ バーナーズ、 グーセンスの作品につい
て紹介している。
さらに、 8月号と9月号には、 ジル＝マルシエックスの論文「ラヴェルのピアノの技巧につい
てj が小松耕輔の翻訳により掲載された。 これは、 La Revue Musicale 1925年5月号に掲載された
ものであり、 その僅か3ヶ月後に日本で紹介されたことは驚くべきことである1 20 論文には、 〈水







8 Francois Gentil 、 前述の夕食会でGeorges Bonmarchandのスピーチを代弁している。 Georges Bonmarchand についてはf来
日西洋人名事典』（日外アソシエーツ株式会社、 1995年）454頁参照。
9 小林茂（2010）には、 1925年 5 月号 『婦人画報j に載せられた「今秋来朝する仏国の洋琴家 アンリ ーヂルマルシヱツクスJ
と題する記事について紹介されている。「この記事が掲載されたことは、 この段階で、 大使館の協力が得られると確実 になっ
たことを意味しているJとの記述は、 3 月に載せられた新聞記事においても既にいえるのではないだろうか。
10 同じ文章が 『音楽と蓄音機』9月号にも掲載された。
11 この プログラムは第1 日「唯神論者の音楽J第2日「自己表現の音楽J第3日「追想の音楽J第4日「描写的音楽J第5 日「舞
踊の音楽 」第6日 「現代音楽への捧げ物jと題され、 実際の内容とは構成が異なっており、 シマノフスキ、 バーナースeの作品
も含まれている。
12 The musical Times においてFred Rothwellnの英訳で紹介されたのが1926年12月である。
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音楽愛好家の聞でますます大きく膨らんだのではないだろうか。












そのプログラムによると、 16世紀の作曲家フランシスク14やリュリ15、 クープラン、 ラモー、
バッハ、 スカルラッティを始めとしたバロック期の作曲家からモーツアルトとベートーヴェン、 さ
らにショパン、 シューマン、 リストなどロマン派の作曲家、 そしてドビュッシ一、 ラヴェル、 ファ
リャ、 アルペニス、 ストラヴィンスキーなど近現代の作曲家、 計35名による93の作品16が演奏さ
れたことがわかる。 また、 この演奏によって世界初演1曲を含む50曲の日本初演が成し遂げられ




この演奏会に足を運んだ文化人は数多く、 作曲家の松平頼則や清瀬保二、 柴田南雄、 また音楽評
論家の野村光一、 中島健蔵、 小松耕輔、 文学者の中野好夫や小説家の梶井基次郎などの著書に、 そ






14 演奏された 『オルフェの宝Jはリ ュートの作品であるため、 ピアノのために編曲されたと推測される。
15 演奏された 『パサカイユ』は自身で編曲した楽譜を出版していたため、 この作品である可能性が高い。
16 いくつかの小品で成り立っているものは、 小品を一曲と数えている。
17 事実 とは異なるが、 プログラム表記に基づいて数えた。 例えば、 ドビュッシーの作品は大田黒元雄が既に演奏していたもの
も初演と記されている。
18 初演はモンテ ・ カルロ歌劇場にて1925年3月21日に行われている。
19 (FIVE O’CLOCK FOX-TROT fantaisie extradite de {L’enfant et Jes sortil eges)par Henri Gil-Marchex pour piano）実際




ジル＝マルシエックスは、 帝国ホテルの演奏会シリーズを終えると、 東京だけでなく横浜、 京
都、 大阪、 神戸を訪れ、 各地で演奏会を行った。























11月28日 f寸The faρ＇On Timesは、 25日 に
10月3日 来日 11月25日 関西学院ホール （神戸）
10月10日 帝国ホテル(1) 12月1日 大阪中之島中央公舎堂
10月11日 帝国ホテル（2) 12月2日 大阪中之島中央公舎堂
10月17日 帝闘ホテル（3) 12月3日 オリエンタルホテル｛神戸）
10月24日 帝闘ホテル（4) 12月4日 岡崎市公会堂 ｛京都｝
10月25日 帝闘ホテル（5) 12月8日 送別宴
II月1日 帝園ホテル（6) 12月12日 帝国ホテノレ｛慈善演奏会｝
II月7日 日梯曾館 12月13日 帝園ホテル
11月11日 丸の内日本工業倶楽部 12月 14日 横漬高等工業学校講堂
11月13日 女子皐習院｛御前演奏｝ 12月15日 日 本青年舎館
11月21日 上野音楽学校講蛍 12月22日 報知講堂






ベートーヴェ ン ソナヲ 第32番 作品111
シューマン 謝肉祭
ブァリャ 粉屋の踊り ニ角帽子より
アルペニス やしの木陰 セギディーリャ スペインの歌作品232より
ラヴェノレ 亡き王女のためのパヴァーヌ
パルトーク アレグロ・ パノレパロ
ドビュッシー 塔， グラナダのタベ， 雨の庭 版画より
リスト 海の上を歩〈パオラの聖フランチェスコ 伝説s. 175より
20 小林茂（2005）による。 また、 岡（2010）には、 11月22日と12月14日の演奏会が加えて報告されたが、 詳細は明らかにさ
れていない。 また、 「14日は、 帰国の船に乗るための横浜に移動して、 その横浜で、 出発前の最後の演奏会を聞いたjという
記述は誤りであると考えてよい。
21 日仏曾館報告書に 「日本工業倶楽部ニ演奏会ヲ催ホシタルニ、 閑院宮殿下ハ姫宮殿下御同列ニテ御台臨ノ祭ヲ賜ハリ JとL、
う一文が載せられている。
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(4）薩摩邸における演奏会
『音楽評論j No.4「ジル・ マルシエックス氏の送別宴『近代音楽の夜の記J」によると「神田駿河
肇の薩摩邸内のヴイラ・ モン・ カプリス」で「静かな送別の小集jが催され、「来客は、 薩摩氏の
知人に限られたので男女合はせて十八九人」であり、 ジル＝マルシエックスが「コンサアトの緊張
した儀式ばった態度ではなく、 譜を見ながら落ち寛いだ様子Jでエラールのピアノを演奏した。 曲




を紹介している 2 30 
この記事により、 当日演奏された三部構成のプログラムも明らかになっている。（表3)
表3 帝国ホテノレ（12日）における演奏プログラム
第l部 18世紀の音楽 第2部 19世紀の音楽 第3部 20世紀の音楽
リュリ パサカイユ ロッシーニ 船歌 （原文のまま） ドヒ、ユツシー 雪の上の足跡
ラモー ミュゼットとタンプラン ユ、〆ヨJ、．；／ー ワルツ2つ （版文のまま） ミンストレノレ
ソローニコの馬鹿者 エチュード2っ（原文のまま） 亜麻色の妥の乙女
ダカン il'っこう 子守歌 雨の庭
クープラン ドードー或し、はゆりかごの愛 リスト ラ・ カンパネラ ミヨー プランルの郷愁
クープラン ひるがえるパヴォレ ストラヴィン ピアノ ・ ラグ・ ミューシック
スカルラッラ ジーグ プーランク 3つの無窮動
モーツアノレ1 トノレコ行進曲 フヴ工ノレ フォックストロット
(6）横浜高等工業学校講堂における演奏会

























12月19日付東京朝日新聞が短い宣伝を載せ、 24日付The Japan Advertiserが演奏会の詳細を報
告している。 それには、「アンリ・ ジル＝マルシエックスは日本とのお別れと音楽愛好家の温かい
受け入れへの感謝としてコンサートを企画し、 無料で特別な招待もなく行われたので、 会場には人
が溢れ、 遅れてきた者は立ち席でさえ入ることが出来なかった。 当日は3部構成で演奏され、 第1
22 1924年に作曲されたソナタと推測される。







れj、 ワルツ2曲、 軍隊ポロネーズ、 第2部ではドビュッシーの作品で構成されたプログラム、 そ
























数倍力もあり、 熱もあり、 またデリケートなフランス人らしい解揮で演奏した黙は敬服する。 ショ
パンのプレリュードとエチュード。 是等は齢程自信のあるものらしく見受けられた。 氏濁特の個性
は遺憾なく、 大胆に演奏された。 …ドイツ人の弾くドイツ曲、 フランス人の弾くフランス曲、 これ
は各民族性の発露であって決して他民族の侵し得ない領域を各自に持ってゐるjと記している。
これらの記述から、 ジル＝マルシエックスは近現代の作品はもちろん、 古典派やロマン派の作品
をも新しい解釈によって演奏し、 日本の音楽界へ提示したことがわかる。 また、 その解釈による音
楽の世界を表現するための奏法として、 小松が「彼れの技巧のうちでも、 我々の最も感服するの
は、 タッチとベダリングである。 彼れが鍵盤に触れるまでのあのー瞬時の呼吸、 そして音になって
戸hdEd qL 





Levitzki 1898-1941) 24との対比が13人の音楽関係者によって記されており、 大変興味深い。 その中
で小泉治と大田黒元雄によって、 レヴィツキは「テクニックの名人j「洗練された技巧を持つ嫌み




る。 その中で、 彼は演奏家の姿勢として「譜面に現はされてゐる記撹を、 たす音に再現しようとの
みか、ってゐるのではないのです。 私はその作品中から自己を発見しようと力めます。 そして自己







のものです。 けれど現代の新運動を見ますと、 表面的にみるならば単純です。 けれど一度中に入い
ってゐったならば賓に複雑した感情が盛られてゐます。 既に旋律とその和葺との聞に主従の関係は
ありません。 …過去の音楽は平面的でした。 現代のは立髄的です。 その立躍的のもの〉の中に一つ
の流れを見出さうとしてゐるのです。」26そして、 この言葉を聞いた盟入亀輔は、「成程と思った。




















5 . 日本の音楽界へ与えた影響 一 フランス留学への道標と作曲界への働 き 一
これまで論じてきたとおり、 ジル＝マルシエックスの音楽活動は、 当時の日本の音楽界に対して
大きな衝撃を与えた。 ここでは、 彼が日本を去った後の記事や日本の音楽界に起こった動きに注目
し、 ジルニマルシエックスが日本の音楽界へ与えた影響を考察したL 'o 
(1）フランス留学への道標
ジル＝マルシエックスの帝国ホテルにおける演奏会プログラムに
は、 エコール・ ノルマル音楽院の宣伝記事が載せられた。 これには
「各園の学生を年齢を問はず無試験にて入学を許下すJとの一文とピ








また、 ジル＝マルシエックスの離日後、 1926年2月15日付Paris Midiは「ジル＝マルシエックス
がクープラン、 ラモーからドビュッシ一、 ラヴェルに至るまで私たちの代表的な芸術家たちを知ら
せ、 親しみを持たせたという点で、 日本に一種の音楽の革命を引き起こしたことは確かだ。 この発
写真 プログラムに載せられた広告
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見によって驚嘆させられた東京の若い人々はフランスに音楽を学びに行くことを決めた。」と報じ
ている。 実際に、 原智恵子（1914-2001）と宅孝二（1904-1983) 3 3は、 パリでアンリ・ ジル＝マル
シエックスにピアノを教わった。
なかでも、 当時天才少女と呼ばれた原智恵子の留学は、 1926年1月24日付東京朝日新聞に「天








33 細川周平・片山社秀監修『日本の作曲家 近現代音楽人名事典j日外アソシエーツ株式会社、 2008年、 397頁
34 石川康子「原智恵子 伝説のピアニストJベスト新書、 2001年、 20頁
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2001）は、 慶応義塾大学在学中にこの演奏会を聴き、 その後、 大学を中退して本格的に作曲家の道
を進むことになった。 さらに、 松平はジル＝マルシエックスが2度目の来日中であった1931年4月


















える。 さらに、 彼の来日は、 後年日本の音楽界で活躍することになる日本人音楽家のフランス留学
への道を切り拓いたきっかけとなり、 彼の音楽活動は、 後に日本の作曲界を牽引する存在になる青
年たちに力を与えたことが明らかになった。
アンリ・ ジル＝マルシエックスは、 1925年の来日後も6年ごとに計4回日本を訪れ、 変化して
いく日本の音楽界を体感した、 他に例のない西洋音楽家である。 アンリ・ ジル＝マルシエックスと
日本の音楽界、 両者にとって第1回目1925年の彼の日本滞在はその始まりであり、 この成功が31
35 松平頼則、 湯浅譲二 「対談 素材は乗り越えるJ r音楽芸術1 1969年6月、 30頁
36 松平頼則はその｛最もジル＝マルシエックスのレッスンを受け、「ドビユソシイのプレリュードの演奏方法（ヂル ・ 7ルシエソ
クス氏に擦る）」『音楽新潮』1932年3月、 4月を記している。
37 石田一郎「オー ・ クレピュスキュル」『音楽新潮』第12巻第l号 、 音楽新潮発行所、 1935年、 88貝
38 細川周平・ 片山社秀監修『日本の作曲家ー近現代音楽人名事典』日外アソシエーツ株式会社、 2008年には、「ジル＝マル
シエックスの音楽界を観て作rltrを志すJとの記載がある。
39 増i宰健美、 中島他歳、 消水筒、 平島正郎、 吉田秀和「日本作曲界の歩み 」『音楽芸術』1956年8月、 70頁
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年月 雑誌名 巻号 題名 著者
1925年5月 音楽新潮 2(5) 帰絵 悌国大洋琴家ヂルマルシエックス
九月来朝する悌国大洋琴家ヂル・ マルシェッ 薩摩治郎八クスの紹介
1925年6月 音楽新潮 2(6) ジル・ マルシェックスのこと 大田黒元雄
1925年7月 音楽新潮 2(7) ジルマルシェックスの日本に於ける演奏曲目 主 幹（柿沼太郎）
1925年8月 音楽新潮 2(8) ラヴェルのピアノ技巧について ジル マル シエッ クス小松耕輔訳
1925年9月 音楽新潮 2(9) ラヴェルのピアノ技巧について（下） ジ ル マ ルシエッ クス小松耕輔訳
ジ／レマルシエックス演奏曲目中の近代作品に 大田黒元雄ついて
1925年9月 音楽と蓄音機 12(9) 悌園洋琴家アンリーヂルマルシエックス氏の来朝と大音楽舎
悌園洋琴家アンリーヂルマルシェツクス
1925年10月 音楽新潮 2(10) ジルマルシェックス氏を迎ふ 主 幹（柿沼太郎）
1925年10月 月刊楽譜 14(10) 口絵 今秋来朝する仏蘭商のピアニスト、 ジル・ マルシェックス
1925年11月 音楽評論 No.3 表紙
写真の人 ジル・ マルシヱツクス氏 伊庭生
1925年11月 月刊楽譜 14(11) ジル・マルシ ェックス氏と語る 堕入亀輔
1925年12月 月刊楽譜 14(12) 今年度楽界の回顧 門馬直衛
近衛秀麿 野村光一
小泉治 鈴木賢之進
レヴィツキとジノレマノレシエックスとを対比し 大田黒元雄 堀内敬三1926年1月 音楽評論 No.4 門馬直衛 弘田龍太郎て 柿 沼 太 郎 高折宮次
増津健美 牛山充
小松耕輔
ジ ル ・ マ ル シ エ ッ ク ス 氏 の送別宴 伊庭生J近代音楽の夜l記
1926年1月 月刊楽譜 15(1) 年頭偶感 堀内敬三
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年月 新聞名 見出し 著者
3月9日 東尽朝日新開 働園洋琴家の鬼才来朝す
讃賀新聞 フフンスから背年洋琴家 ヂルマルシエックス氏が夫人をつれて今秋来朝
3月17 日 The Jaoan Times M.GIL-MARCHEX, FRENCH PIANIST, WILL VISIT TOKYO 
3月20日 報知新聞 日本に紹介される生きた慈術品 来朝するヂ氏夫人はフフンスーの美人
9月 8日 東京朝日新商 いよいよ来朝する偽一流のピアニスト ヂルマルシヱツクス氏来月初旬入京
10月2日 東京日日新聞 楽壇J!t聞
10月4日 調費新聞 オンガク 悌園洋琴家ヂル氏来朝
東尽朝日新聞 悌ピアニスト入京 ジルマル・ シエックス氏
The Jaoan Times Noted French Pianist Here 
10月9日 東京朝日新聞 プログフムくらべ ヂ氏の神技をはじめ珍しい鳥居縫子さんの濁奏 野村光一
The Jaoan Times Gil·Marchex, French Pianist, in First Concert Tomorrow 
The Japan Advertiser Six Recitals Bv HENRI GIL-MARCHEX （広告）
10月11日 東京日日新聞 祭壇風聞
都新聞 ピアノ名手 ヂ氏の演奏 昨夜ホテルで
音楽だ よ り ヂ氏第一回演奏曾
10月12日 The Jaoan Times Henri Gil-Marchex Scores Success In Premier Concert 
10月13日 東示日日新聞 ジルマルシヱツクス はいふ 本人談
10月14日 東京朝日新聞 ヂルマルシヱツクスを聴く（上） 憎湾健美
東京 日日新聞 音楽評 驚くべき音響の詩人 ヂルマルシヱツクス（1) 小松耕輔
10月15日 讃寅新聞 ヂル ・ マルシヱツクス氏のピアノ 演奏を聴く 平田義宗
東京朝日新聞 ヂルマルシヱツクスを聴 く （下） 噌湾健美
東尽日日新聞 音楽評 驚くべき音響の詩人 ヂルマルシェツクス（2) 小松耕輔
時事新報 静かなる聴衆 私の毒事術が判るのかー悌園ピアニストの疑ひ 本人談
The Japan Times Six Recitals Bv HENRI GIL-MARCHEX （広告）
10月16日 東京日日新聞 音楽評 驚くべき音響の詩人 ヂルマルシヱツクス（3) 小松耕車市
The Jaoan Advertiser Six Recitals Bv HENRI GIL-MARCHEX （広告）
10月22日 讃賀新聞 オンガク ヂ／レ氏洋琴演奏舎
10月23日 都新聞 音楽だより ヂルマルシェツクス氏溺奏舎
The Jaoan Times Tommorow’S Events 
Six Recitals Bv HENRI GIL·MARCHEX ｛広告）
The Jaoan Aavertiser FOURTH RECITAL BY G江，－MARCHEX
10月27日 東尽 日 日新聞 型経界その折々 ヂルマルシヱツクス
1 1月3日 東京朝日新聞 先進的ピアニスト ヂル・ マルシヱツクス氏（上） 噌海健美
11月4日 東京朝日新聞 先進的ピアニスト ヂル・ マルシェツクス氏（下） 場1宰健美
11月10日 讃賀新聞 オンガク フラ ンス音楽の タ
11月11日 TheJaoan Times Todav・S Events 
11月12日 The Jaoan Advertiser MR.HENRI GIL-MARCHEX GIVES FAREWELL CONCERT 
11月14日 京都日出新聞 女子祭習院 創立記念祝賀会 拳馨儀典に打興ぜらる
11月17日 東尽朝日新聞 拳義だより ヂル ・ マル シェツクス氏ピアノ 大演奏曾
11月18日 讃寅新聞 オンガク ヂル氏洋琴演奏曾一演奏舎
1 1月20日 都新聞 音封建 だよ り ヂルマルシヱツク ス 氏演奏曾
11月23日 The Jaoan Times Henri Gil·Marchex French Pianist, in Pleasine Ricital 
1 1月28日 The Jaoan Times M Henri Gil·Marchex French Pianist Deliehts Kobe 
11月29日 大阪毎日新聞 働園ピアニスト ジ氏演奏 十一月一一両日中央公舎堂で
11月30日 大阪時事新報 創立した大阪音楽協舎 その主催音楽舎
12月2日 大阪毎日新開 音楽の精髄をし、かんなく発揮 ヂ氏の演奏曾
大阪朝日新聞 名ピアニスト ヂル氏演奏曾
12月3日 京都日出新聞 マ氏の演奏舎 4日夕市公会堂で
大阪時事新報 ピアノを前のヂルマン シヱツクス氏
12月 4日 The Jaoan Advertiser FRENCH PIANIST PLANS TO GIVE RETURN CONCERT 
12月8日 The Jaoan Advertiser HENRI GIL-MARCHEX Will Give His Farewell Piano Recital 
12fl 10日 E資質新聞 オンガク ヂルマルシヱツクス氏送別ピアノ演奏曾
12月11日 東尽朝日新聞 今 年の 繁 敏（2) 柿沼太郎
The Japan Advertiser Manv Musical Concerts Here This Week-end 
12月12日 横演毎朝新報 備闘洋章表家 大演奏舎 卜四日両工で
12月14日 横演貿易新報 大ピアニスト ヂルマルシエックス氏 演奏舎 十四日夜両工講堂
12月15日 讃賀新開 ジルマルシエックス氏の演奏舎は今夕六時から
12月19日 東京朝日新聞 事禁だより ヂル ・ マル シヱツク ス 氏無 料 濁奏舎
12月23日 The Jaoan Advertiser Gil·Marchex Presents Piano Ricital in Farewell to Tokvo 
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